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20世紀前半に作品を発表したイギリスの作家で，この時代と後の時代に最も強く，大  
きな影響を与えた作家を三人あげるとすれば，『チャタレイ夫人の恋人』『息子と恋人』  
のD．H．ロレンス，Fユリシーズ』のジェイムズ・ジョイス，『1984年』と『動物農  
場』のジョージ・オーウェルではないだろうか。   
D．H．ロレンスについて言えば，『英語年鑑』（研究社）2003年版掲載の2002年度に発  
表された日本の大学専任教員による英文学関係の研究論文のうち，ロレンスについての  
論文は22件で，シェイクスピアについで二番目に多いものであることが，このことを示  
している。   
機械文明の中で非人間的な力に押しつぶされ，窒息する危機に追い込まれている20世  
紀の人間にとって，真に人間的な生き方はどうあるべきかを，作家としての19年間の活  
動の中で追及しつづけ，結核のために1930年に44歳で死去したロレンスは，ジョージ・  
オーウェルが尊敬した作家の一人だった。オーウェルも1950年に46歳で同じく結核のた  
めに死去するのだが，偶然にも二人の主治医は当時の結核治療の権威，ロンドン大学の  
アンドルー・モーランド博士だった。   
ロレンスとオーウェルの両人に係わりのあった親子がいる。ガウ（Gow）親子であ  
る。ノッティンガム・ハイ・スクールの校長だったジェイムズ・ガウ博士はロレンスの  
大学進学を強く推薦したのに対し，息子でイートン校の古典語の教師（後にケンブリッ  
ジ大学の古典語の教師となる）アンドルー・S．F．ガウはオーウェルの大学進学に反対  
した。（ガウ博士とロレンスとの係わりは，木村公一氏が翻訳（共訳）したロレンスの  
伝記の決定版であるジョン・ワーゼン『若き日のD．H．ロレンスーケンブリッジ版  
199   
200  文化論集第23号  
評伝』（彩流社，1997年）の中に述べられている。）   
木村氏が上記のロレンス伝記（706頁に及ぶ大部なもの）に続き翻訳（三名の共訳）  
し監修した『D．H．ロレンス事典』もA5版で758頁に及ぶ大冊である。この事典の著  
者Dr，PaulPoplawskiはジョン・ワーゼン教授の愛弟子でロレンス文学の書誌研究の  
第一人者であり，現在英国レスタ一大学ヴオーン・コレッジ（Vaughan College．Uni－  
ver・SityofLeicester）で教鞭をとっている気鋭の学者である。   
本事典の第一部第一章では，はじめに『若き日のD．H．ロレンス』の著者である  
ジョン・ ワーゼン教授による約90頁に及ぶ「丁）．H．ロレンス評伝」が置かれている。ロ  
レンス伝記についての第一人者によるこの簡略にして要を得た伝記は，これだけで一冊  
の新書版伝記となるようなものである。   
第一部第二章は「社会的背景一教育，石炭採掘，改革」で，ロレンス作品の基礎と  
なり背景となっているものを，「イングランドとウェールズにおける1926年までの国家  
教育の発達史」と「英国における1930年までの石炭採掘，労働運動，並びに社会改革」  
についての17頁にわたる二つの年表によって示している。   
第一部第三章は「地理的背景一族と場所」で，「ロレンスの旅の年表」が10頁にわ  
たって示され，それに「ロレンスの生涯と作品に関連のある場所」（英国内と世界）が  
地図で示されている。   
第二部は「作品」で，第一章「長編小説」では『白孔雀』から『チャタレイ夫人の恋  
人』までの12の作品について，約50頁にわたって執筆時期，出版状況，作品紹介と梗概  
（主要な登場人物，その他の登場人物），作品背景，に分けられてこまかに紹介される。   
同第二章は「中・短編小説」で，七十余編の作品が一つづつ紹介される。   
同第三章は「詩」で，『愛の詩集とその他の詩』から『最後の詩集』にいたる10冊の  
詩集の執筆時期，出版状況が，それぞれについての批評とともに示される。   
同第四季は「戯曲」で，『鉱夫の金曜日の夜』から『ダビデ』にいたる10編の戯曲が  
「参考書目」とともに紹介される。   
同第五章は「その他の作品」で，（1）哲学，社会，並びに宗教に関する作品，（2）心理学  
的作品，（3）文学，芸術，並びに検閲制度に関する作品，が示される。   
第三部は「参考書日給覧，参考資料」であり，336頁にわたって参考書と資料が列記  
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されている。この中で特に注目すべきは，参考書目95の「ポール・ポプラウスキーとナ  
イジ ェル・モリスによって収集されたロレンスと映画産業に関する資料」である。この  
資料は，ロレンスの作品の映画化されたものの総リスト，伝記的映画と，それらの映像  
作品に関する批評，論評，研究等を含むもので，ロレンス研究の中で今まで見過ごされ  
てきたものである。これにはまた，「テレビ・ドラマ化された個々の作品に関する批  
評」も加えられている。   
最後に，原著書には無く，翻訳書のために追加されたものとして，「参考資料：大衆  
のイメージーロレンスと映画産業」（15頁にわたる），「ナイジェル・モリスによる，  
ロレンスの作品の映画化について」と「年表7－ナイジェル・モリスによる，映画と  
放映について」（29頁にわたる）が付け加えられている。   
書評家としてもその特異な才能を高く評価されているジョージ・オーウェルは，『動  
物農場』で世界のベストセラー作家となった直後の1945年11月16日の『トリビューン』  
に寄せたロレンスの短編集『プロシアの士官』についての書評の中で，「ロレンスは本  
質的には抒情詩人であり，自然（地球の表面）に対する彼の耽溺ともいうべき熱狂は  
［性に対する彼の執着とともに］彼の基本的特質の一つである」と述べたあと，彼のこの  
特質を最もよく表現することのできる表現形式は短編小説だろう……いくつかの例外を  
除き，ロレンスの長編小説は一これは一般に認められていることだが一読み通すの  
が推しい。短編小説の場合，彼の欠点はそれほど問題にはならない。なぜなら，短編小  
説では叙情性を押し通すことができるからである。ところが長編小説となると，もっと  
もらしさ（probability）に気を配らなければならないし，また冷徹な目をもって書き進  
めなければならない」と書き，短編作品の「牧師の娘たち」と長編『チャタレイ夫人の  
恋人』は共通の主題をもっている，と見たあと，この主題は「短編小説にふさわしく，  
これを長編小説の長さに引き伸ばすと，ロレンスの手には負えない困難な点がいろいろ  
と出て来る…・t・長編小説となると，登場人物は［それぞれ異なった］複雑な考えや思想を  
もったものとして書き込まねばならず，そうすると汚れの無い自然のままの動物のよう  
な姿が壊されてしまう」と評している。   
オーウェルのこのような見方が『ロレンス事典』の著者の頭にあったのだろうか－  
『事典』ではロレンスの短編小説に多くのページが与えられていて，七十余編の短編の  
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それぞれについて「執筆時期」「出版状況」「作品紹介と梗概」「作品背景」が記されて  
いる。また，それぞれの末尾に，参照すべき「参考書日」のページが与えられている。  
まことに懇切丁寧な配慮である。   
このF事典』の出現によって，日本の若いロレンス研究者は居ながらにして世界のロ  
レンス研究資料の宝庫へのアプローチを得ることになった。研究のための基礎資料の入  
手がこのように容易になった今，日本におけるロレンス研究は今後急速に深化していく  
に違いない。この巨大なF事典』の翻訳にあたられた三名の研究者の努力の素晴らしさ  
に敬意を表したい。   
最後に蛇足として付け加えさせていただきたい。日本の読者のためのプレゼントとし  
て，ロレンスの作品の邦訳のリストと，日本人によるロレンスに関する評論・批評書の  
リストを，この『事典』の再版の時に付け加えられると，日本のロレンス愛好家にとっ  
て利便性が増すだろう。  
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